東北地区大学サッカー連盟運営要綱

１．運営に関する事項

　 １ ）運営委員会

　　（１）運営委員会は学生委員会の幹事長、副幹事長２名、大学委員会より選ばれた運営担当責任者若干名をもって構成し、実務にあたる。

　　（２）運営の実務は各大学から選出された学生代表が当たり、１部リーグ・２部リーグＡ・Ｂブロックの各運営担当責任者は、運営事務の責任者となる。
　 ２ ）事務処理

　　（１）競技（試合会場）に関する一切の責任は主管校の学生代表が責任を持って行う。

　　（２）上記以外の実務処理は幹事長が責任者となり、各リーグ運営責任者と協力し事務処理の円滑化をはかる。

　　（３）副幹事長は、幹事長を補佐し、かつ競技運営及び事務処理の円滑化の助言指導する。
　 ３ ）会　　計

　　（１）運営委員会は、当該年度の予算案及び前年度の決算を作成し、大学委員会に提出する。

　　（２）加盟チームは、毎年７月３１日迄に負担金６0，０００円を事務局に納入する。

　　（３）収　　入

　　　　イ、東北サッカー協会の補助

　　　　ロ、加盟チームの負担金

　　　　ハ、事業収入

　　　　ニ、寄付金

　　　　ホ、その他の収入

　　（４）支　　出

　　　　イ、事務用品費　　ロ、通信費

　　　　ハ、交通費　　　　ニ、会合費

　　　　ホ、印刷代　　　　ヘ、グランド使用料

　　　　ト、審判代　　　　チ、その他

４ ）試　　合

　　試合は、日本サッカー協会の定める規則によって行う。

２．リーグ戦に関する事項

　 ５ ）選手資格

　　（１）規約第５条、第６条に規定された加盟チームの選手とする。選手資格のあるものは、この連盟の加盟大学

　　　　　の学部学生とする。

　　（２）資格について疑義が提出された時は、大学委員会において審議する。

６ ）登　　録

　　（１）前項の資格を有する選手の登録人数は制限されない。但し、外国籍選手の試合出場は１試合３名までとす

　　　　　る。

　　（２）登録事務は毎年４月３０日迄に各県協会を通して行い、登録資格は翌年３月３１日まで有効とする。但し

　　　　　所定の手続きを経た追加登録についてはその限りではない。また前項の資格を失った選手は、資格消失は

　　　　　もとより、登録も無効となる。

　　（３）リーグ戦に出場する選手は、日本サッカー協会発行の選手証を常に携帯していなければならない。

　　（４）ユニホームはチームカラーを基調とした色物と白系純のものと二色を登録する。ユニホームの色がまぎら

　　　　　わしい場合は前年度順位上位チームが優先権を持つ。

　　（５）登録チームは、原則として１大学１チームとする。但し同一の大学より希望がある場合については、事情

　　　　　を調査、審議し、大学委員会において決定する。

　 ７ ）組合せ及び日程

　　（１）組合せ及び日程は大学委員会総会において決定する。

　　（２）日程は毎年９月から１１月までとする。

　 ８ ）審　　判

　　（１）審判は本連盟より東北サッカー協会に、有資格審判員の派遣依頼を行う。

　　（２）審判員の経費は、大学委員会の定めた金額とする。

　 ９ ）リーグ編成

　　（１）１部リーグは10校よりなり、他のチームは２部リーグに所属することとする。

　　（２）２部リーグはＡブロック（主に北部地区）、Ｂブロック（主に南部地区）２つのブロックに分けてリーグ戦を

　　　　　行う。但し、交通の事情等で当該ブロックではない方に参加したい場合は、大学委員会の承認によって参加

　　　　　ブロックを変更できる。

　　（３）試合は原則として同一リーグ内で１回戦総当たり方式で行う。

　　（４）１部と２部の入替は、その年度のリーグ終了後、１部9位、10位チームは２部へ自動降格することとし、

　　　　　２部リーグＡ・Ｂ各ブロック１位チームは1部へ自動昇格する。
 １０ ）試　　合

　　（１）試合時間は９０分とし、延長は行わない。

　　（２）選手交代は、当該試合に登録された交代選手７名の中から３名まで認められる。
１１）順位決定

　　　　試合の勝者は３点、引き分けは１点、敗者は０点の勝ち点が与えられ、勝ち点の多い順に順位を決定する。

　　（１）全試合のゴール・ディファレンス（総得点から総失点をマイナスしたもの）。

　　（２）総得点の多いチーム。

　　（３）当該チームの対戦成績で勝ちチームを上位とする。

　　（４）上記の方式によっても順位が同一で、順位を決定する必要がある場合は、順位決定戦を行う。

　　　　　順位決定戦は１回戦とし、なお決しない時は延長２０分を２回まで行う。それでも決しない時Ｐ・Ｋ方式

　　　　　で決定する。

（５）東北学院工学部・山形大学医学部の１部昇格は、当分の間認めない。但し当該チームの成績はリーグの順位決定に関係し、上記２チームが上位の場合は、他チームの順位を繰り上げる。
　１２）表　　彰

　　（１）１部リーグ

　　　　　優勝チームには、トロフィーと賞状を授与する。

　　（２）２部リーグ（Ａ・Ｂ各ブロック）

各リーグ優勝チームには、賞状を授与する。
　　（３）その他、特に表彰を必要とする場合は、大学委員会で決定する。
　１３）退　　場

　　　試合中、審判員より退場を命じられた選手は、当該試合と次の１試合に出場することができない。それ以降の

　　　処置については規律・フェアプレー委員会で決定する。

　　　本大会中警告の累積による出場停止を繰り返した場合には、２回目以降については、２試合の出場停止処分とする。　　　　　　　

　１４）警　　告

　　　リーグ戦中２回の警告を受けた選手は次の１試合に出場することができない。
　１５）罰　　則

　　（１）公共交通機関・機能の不可抗力等で棄権した場合を除き、棄権したチームは本連盟から除名する。当該チーム

の試合結果は全て削除する。

　　（２）棄権により相手チーム、審判員、会場借用等に発生した金銭的負担は、全額棄権チームが支払う。

　　（３）不可抗力と認められる場合は、東北地区大学サッカー連盟で状況を調査し、東北地区大学サッカー連盟規律委員会において、その後の処置について検討する。
　　（４）前項にあるような不可抗力によって試合会場へ行けない、もしくは試合開始時間に間に合わない場合には、

　　　　　必ず主管校へ電話連絡をすることとする。主管校への連絡なくして、試合開始時間30分前までにメンバー表

　　　　　の提出がない、または登録選手が会場に来ていない場合には、当該チームは棄権したものとみなす。

　　（５）規約の不履行が生じた場合は、大学委員会の決定に従うものとする。

３．東北地区大学サッカー選手権大会（兼　総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント　東北地区予選）

　　に関する事項（追加）

　１６）選手資格、登録、審判、退場、警告、棄権、及び罰則はリーグ戦に関する事項と同じとする。
　１７）参加チーム本連盟加盟チームは、特別な事情が無い限り、本大会に参加するものとする。
１８）組み合わせ及び日程

（１）組み合わせおよび日程は大学委員会総会時において決定する。

（２）日程は、全国大会の日程が決定するのを待って、速やかに決定する。
１９）試　　合

　　　（１）試合はすべてトーナメント方式で行う。

　　　　・第一次トーナメント

試合時間は９０分とし、勝敗が決まらない場合は、ＰＫ戦により勝ちチームを決める。

・決勝トーナメント（準々決勝・準決勝・決勝）

試合時間は９０分とし、勝敗が決まらない場合は、３０分の延長戦を１回おこなう。それでも決まらない場合は、ＰＫ戦により勝ちチームを決める。

（２）選手交代は登録された交代選手７名の中から３名まで認められる。

２０）順位決定

　２１）表　　彰

　　　　優　勝チームには、賞状とトロフィーを授与する。

　２２）会　　計

　　　　本大会の会計は、主として参加費をもって当て、特別会計として処理する。

４．運営要綱の改訂

　　　運営要綱の改訂は大学委員会の出席者の２／３以上の同意を得られなければならない。

５．その他

　　　本運営要綱で処理できない事項については、運営委員会の決定に従うものとする。

附　則

　　本要綱は、昭和５１年　４月　８日より施行する。

　　本要綱は、昭和５８年　５月２９日より改訂施行する。

　　本要綱は、昭和６３年　１月１０日より改訂施行する。

　　本要綱は、平成　元年　１月　８日より改訂施行する。

　　本要綱は、平成　２年　１月　６日より改訂施行する。

　　本要綱は、平成　３年１２月　８日より改訂施行する。

　　本要綱は、平成　５年　１月　８日より改訂施行する。

　　本要綱は、平成１０年　３月２１日より改訂施行する。

　　本要綱は、平成１１年　２月２８日より改訂施行する。

　　本要綱は、平成１８年　４月　１日より改訂施行する。

　　本要綱は、平成２０年　６月２７日より改訂施行する。

